
日程 :  第 1 回　4 月 21 日（木）18:00 ～

　　　 第 2 回　5 月 12 日（木）18:00 ～

場所：桜翔館 1 階 学習室

内容：企画書の書き方、選考会についてなど。

ＹＰＵドリームアドベンチャー
　　プロジェクト 2011

　ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクトとは、大学生活をさらに楽しく豊かにするために、学生（個人やグループ）が自主的に
企画・運営する独創的で魅力的なプロジェクトに対して、大学が費用を補助することで夢の実現を支援する事業です。
    
    平成 18 年度から始まった取組みも 6 年目を迎えました。毎年、学生たちの新しい発想によるさまざまなプロジェクトが、大学を活
気づけています。
   
    平成 23 年度もみなさんのアイデアを募集します。さらなる団結と充実をはかるために、サークルや学科、学年を越えたチームでの
応募も大歓迎です。どうぞふるってご参加ください。みなさんの夢を実現しましょう！ 

*YPU：Yamaguchi  Prefectural  University（山口県立大学）の頭文字をとったもの

平成 23年 4月 13 日（水）

学生活動支援センター
Tel：083‐928‐3478　Fax：083‐928‐5769
Email：gakukatsu@yamaguchi-pu.ac.jp
URL：http://blog.ypu.jp/gakukatsu/

※プロジェクト企画書様式は、学生活動支援センター窓口、もしくは
学生活動支援センターのホームページからダウンロードできます。（手
書きの場合は、ボールペンなどで記入。）

～平成 22 年度に採択されたプロジェクト～

事前説明会を開催します！
応募者を対象とした事前説明会を開催します。

応募を希望する人は、どちらか都合の良い方に参加してください。

（説明会は、第１回、第２回同様の内容です。）

＊

YPU ドリームアドベンチャ―プロジェクト 2011 応募者対象

応　募　期　間 ：平成 23 年 4月 14 日 ( 木 ) ～ 5 月 19 日 ( 木 ) 17 時 ( 厳守 )

応　　募　　先 ：学生活動支援センター窓口

予算と採択件数 ：【Ａ部門】10 万円以下 ( 採択予定数：５件 )

 　　　　　　　   【Ｂ部門】30 万円以下 ( 採択予定数：１件 )

選　考　委　員 ：学長、副学長、副理事長、学生支援部長、

　　　　　　　　生活支援グループリーダー、学生委員会代表、外部委員、

　　　　　　　　学生代表

応 募 必 要 書 類：プロジェクト企画書（Word）１部

応　募　条　件：平成 24 年 1 月の成果報告会までに完了するプロジェクト

　　　　　　　　であること。

（※スケジュールは変更になる場合があります）

ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクト全体のスケジュール
4月 14 日 ( 木 ) ～ 5 月 19 日 ( 木 ) ・・・応募期間
5月下旬～ 6月上旬・・・選考会（プレゼンテーション）
6月上旬～・・・選考結果発表
10 月上旬・・・予算執行状況確認
11 月・・・中間報告
1月・・・成果報告会
1月 26 日 ( 木 )・・・報告書提出

★これまでの各プロジェクトの活動の成果（中間報告・成果報告会の様子

など）は、学生活動支援センターのホームページで閲覧できます。

（成果報告書は、ホームページのほか、学生活動支援センター窓口でも閲

覧できます。）

プロジェクトに参加した学生の感想

URL：http://blog.ypu.jp/gakukatsu/activity/project/

学生活動支援センターホームページ
（ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクトのページ）

「こ
んなことやって

みたい！」

「大
学生活をもっと

楽しく
！」

「○
○ができると便利！」

どんな企画でもＯＫ
！

募集！

～平成 22 年度に採択されたプロジェクト～

・県大留学生新聞『パンダの足跡』の発行

( 中国と日本の文化を紹介する新聞を作り、相互の理解を深める。)

･YPU TFT PROJECT ～ play with smiles ～

(「TABLE FOR TWO」を通して“ 世界の食事情 ”や“ 食べることの大切さ ”を再認

識しながら、“ 地域とつながる ”活動を目指す。)

･おいしいたけプロジェクト ～新キャンパスに憩いの場を～

( 夢の森でのしいたけの栽培を通して、大学と地域の繋がりを強くする。)

･Kids’English

( 地域の小学校で学生が英語を教えることで地域をつながりを深めるとともに、英語教

員を目指す学生も実践的経験を積むことができる。)

･Hong☆무지개 ～虹～

( さまざまなイベントを通して、中国・韓国への理解を深める )

･YPU SWEETS PROJECT

( 地産地消を取り入れた、県立大学の魅力

                                   が詰まったお菓子の開発 )

・チームの中で自分の役割を見つけ、どのようにす

ればチームに貢献でき、効率よくチームを動かすこ

とができるかを考える機会になった。

・生き物を相手にすることは、収穫が予想以上に多

い等、自分達の予定とは関係ないのだと実感した。

・学外の方と自分達の間で意見を合わせることや、

時間を調整することは難しかったが、勉強になった。

・どのように相手に伝えればよいのか、どうすれば

興味を持ってくれるかを事前に考えることの必要性

を学んだ。

質問なども受け付けます。

応募しようか迷っている人も、

是非気軽に参加してみてください。


